
十
一
月
二
十
六
日
、

神
奈
川
県
座
間
市
で

開
か
れ
た
「
キ
ャ
ン

プ
座
間
へ
の
米
陸
軍

第
一
軍
団
司
令
部
の

移
転
阻
止
大
集
会
」

に
は
、
一
万
一
千
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

東
芝
の
職
場
を
明

る
く
す
る
会
の
仲
間

た
ち
も
、
上
の
写
真

の
よ
う
に
集
会
と
キ
ャ

ン
プ
座
間
包
囲
デ
モ

に
参
加
し
ま
し
た
。

い
ま
、
神
奈
川
、
沖
縄
な
ど
各
地
で
ア
メ
リ
カ

軍
基
地
強
化
反
対
の
運
動
が
地
域
ぐ
る
み
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
「
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
強
化
、
居
座

り
を
許
す
な
」
の
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

東
芝
は
、
年
間
売
上
高
・
六
百
億
円
の
軍
事
生

産
に
力
を
い
れ
、
経
団
連
役
員
を
だ
す
な
ど
財
界

や
政
府
機
関
で
も
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

西
元
徹
也
東
芝
顧
問
（
元
統
合
幕
僚
会
議
議
長
）

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を
実
現
す
る
た
め
に

「
憲
法
の
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
財
界
主
導
の
「
戦
争
す
る

国
へ
の
道
」
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

「
法
令
遵
守
」を
宣
伝
文
句
に
終
わ
ら
せ
ず

憲
法
９
条
守
り
職
場
に
生
か
そ
う

東
芝
は
小
向
工
場
軍
事
生
産
部
門
で
発
生
し
た
爆
発
・
火
災
の

原
因
と
再
発
防
止
対
策
を
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

１
０
月
２
８
日
に
行
わ
れ
た
全
労
連
争
議
支
援
総

行
動
で

、
全
労
連
の
代
表
は
『
東
芝
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
西
田
社
長
が
「
企
業
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成

す
る
一
員
で
あ
り
、
良
き
企
業
市
民
と
し
て
行
動
す

る
こ
と
が
当
然
の
ル
ー
ル
」
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
経
営
の
重

要
な
柱
」
「
法
令
の
遵
守
を
最
優
先
」
「
人
権
、
労

働
、
環
境
の
普
遍
的
原
則
を
守
る
」
な
ど
と
言
っ
て

る
が
、
実
際
に
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
ち

が
う
の
で
は
な
い
か

』
と
指
摘
し
ま
し
た
。

い
ま
こ
そ
、
東
芝
は
西
田
社
長
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
の
と
お
り
、
法
律
を
守
り
、
争
議
を
解
決
し
社
会

的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

本
年
７
月
８
日
午
前
６
時
４
０
分
頃
か
ら

小
向
工
場
電
波
試
験
棟
か
ら
煙
が
出
始
め
、

７
時
す
ぎ
に
地
域
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
で
、

消
防
車
が
工
場
に
き
た
時
に
は
手
の
施
し
よ

う
が
な
い
状
態
で
、
鎮
火
し
た
の
は
翌
朝
で

し
た
。
国
内
最
大
級
６
階
建
て
ビ
ル
規
模
の

電
波
暗
室
を
も
つ
電
波
試
験
棟
で
は
、
上
の

写
真
の
よ
う
な
中
距
離
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
用

レ
ー
ダ
な
ど
の
開
発
・
製
造
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
防
衛
機
密
優
先
で
は
な
く
、
原
因

と
対
策
を
公
表
し
、
被
害
を
受
け
た
従
業
員

と
地
域
に
説
明
す
べ
き
で
す
。

労働運動を強める東芝の会
〒212-0024 川崎市幸区塚越2-225 安伸ビル Tel&Fax 044-533-1408

賃金・雇用不安・残業代不払い・労災職業病の相談は

一人でも加入できる電機ユニオンまたは地域労連へ

Tel：03-3455-6006 Fax：03-3451-3595

東
芝
顧
問
が
憲
法
９
条
改
定
を
主
張

11月26日 キャンプ座間大集会でデモ行進

詳細は日本共産党ＨＰ（WWW.jcp.or.jp）参照

10月28日 全労連争議支援総行動（東芝本社前）

東
芝
は
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
せ


